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問　

国
で
は
、
コ
メ
政
策
の
見
直

し
な
ど
大
き
な
制
度
改
正
の
議
論

が
進
ん
で
い
る
が
、
農
業
産
出
額

全
国
第
二
位
で
あ
る
本
県
は
、
全

国
を
リ
ー
ド
す
る
農
業
政
策
を
展

開
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る「
い
ば
ら
き
の
畑
地
再
生
事
業
」

は
、
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
国

に
先
駆
け
た
事
業
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
事
業
の
成
果
が
全

国
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が

必
要
と
考
え
る
が
、
本
県
に
お
け

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
状
況
は
。

答　

宮
の
郷
工
業
団
地
に
お
い
て

未
利
用
間
伐
材
な
ど
を
活
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
温
浴
施
設

に
木
質
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
地

元
の
木
材
を
燃
料
に
利
用
す
る
動

き
な
ど
が
あ
る
。
将
来
的
に
は
農

業
へ
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

問　

福
島
第
一
原
発
か
ら
の
汚
染

水
漏
洩
問
題
な
ど
、
本
県
の
水
産

業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、「
攻

め
の
水
産
業
」
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

水
産
試
験
場
で
は
、
生
シ
ラ

ス
の
鮮
度
保
持
技
術
や
、
商
品
力

を
向
上
さ
せ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開

発
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
り

漁
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
寒
曳
き
ワ
カ
サ
ギ
」
な
ど
の
魅

力
あ
る
地
魚
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

販
売
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

需
要
が
伸
び
て
い
る
加
工
・

業
務
用
野
菜
の
生
産
拡
大
に
、
本

県
で
も
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

野
菜
を
生
産
す
る
農
業
者
と

加
工
事
業
者
な
ど
と
の
取
引
を
支

援
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
開

設
し
て
い
る
ほ
か
、
県
内
産
野
菜

を
扱
う
加
工
工
場
の
整
備
を
支
援

す
る
な
ど
し
て
、
加
工
・
業
務
用

野
菜
の
生
産
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
関
西
地
域
で
の
本
県

農
林
水
産
物
の
販
売
促
進
、
燃
油

価
格
高
騰
対
策
な
ど
も
質
問
）

問　

通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検
結

果
へ
の
対
応
や
歩
道
整
備
な
ど
を

積
極
的
に
進
め
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。　

答　

学
校
、
警
察
、
道
路
管
理
者

な
ど
に
よ
る
緊
急
合
同
点
検
で
抽

出
さ
れ
た
対
策
必
要
箇
所
の
約
八

割
の
対
策
が
完
了
し
た
。
未
対
策

箇
所
の
う
ち
、
土
木
部
所
管
の
箇

所
に
つ
い
て
は
、
今
後
三
年
間
で

対
策
の
完
了
を
目
指
す
。
県
管
理

道
路
の
歩
道
整
備
率
は
全
国
第
五

位
ま
で
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
今

後
も
一
層
の
整
備
推
進
に
努
め
る
。

問　

十
一
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正

耐
震
改
修
促
進
法
に
よ
り
、
旅
館

業
な
ど
で
は
耐
震
診
断
や
改
修
費

用
の
負
担
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

県
と
し
て
も
補
助
制
度
を
創
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

法
改
正
の
趣
旨
を
し
っ
か
り

踏
ま
え
、
建
築
物
の
耐
震
化
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
、
財
政
部
局
と
協

議
の
う
え
、
国
の
助
成
制
度
を
活

用
し
た
補
助
制
度
の
創
設
に
努
め

て
い
く
。

問　

県
の
技
術
職
員
が
大
量
退
職

し
て
い
く
中
、
安
定
し
た
事
業
執

行
の
た
め
に
職
員
や
技
術
力
を
ど

の
よ
う
に
補
完
し
て
い
く
の
か
。

答　

退
職
者
数
よ
り
新
規
採
用
者

数
が
少
な
い
状
況
で
あ
り
、
今
年

は
若
手
職
員
の
早
期
退
職
も
見
受

け
ら
れ
る
。
嘱
託
や
再
任
用
職
員

の
活
用
に
よ
る
人
員
確
保
と
と
も

に
、
技
術
力
確
保
の
た
め
、
退
職

し
た
職
員
に
災
害
時
の
対
応
や
職

員
の
技
術
指
導
に
つ
い
て
協
力
を

求
め
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

問　

県
発
注
の
建
築
工
事
に
お
い

て
入
札
不
調
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
そ
の
原
因
と
今
後
の
対
応
は
。

答　

技
術
者
不
足
や
設
計
価
格
が

実
勢
価
格
に
合
わ
な
い
こ
と
な
ど

が
原
因
と
考
え
て
い
る
。
技
術
者

の
不
足
は
切
実
な
課
題
と
認
識
し

て
お
り
、
設
計
価
格
に
つ
い
て
は

見
積
単
価
の
採
用
な
ど
に
よ
り
実

勢
価
格
に
近
づ
け
る
対
応
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
県
営
住
宅
家
賃
の
寡

婦
控
除
適
用
、
阿
字
ヶ
浦
海
岸
の

侵
食
対
策
な
ど
も
質
問
）

問　

十
一
月
に
実
施
さ
れ
た
「
い

ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
」
の
参
加

状
況
は
。
ま
た
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

県
内
の
中
学
二
年
生
を
対
象

に
実
施
し
、
全
体
で
九
割
以
上
の

学
校
、
約
二
万
六
千
人
の
生
徒
が

参
加
し
た
。
今
後
は
、
私
立
学
校

へ
の
参
加
を
さ
ら
に
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
生
徒
の
郷
土
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
、

他
県
の
方
に
茨
城
の
こ
と
を
情
報

発
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

問　

精
神
的
な
も
の
が
原
因
で
療

養
休
暇
や
休
職
と
な
る
教
員
も
い

る
が
、
教
員
へ
の
支
援
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

教
職
員
相
談
室
を
設
け
、
教

員
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
よ
る
面
接
や
電
話

相
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
専

門
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
関
や
専

門
医
に
よ
る
面
接
相
談
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

メ
ー
ル
相
談
な
ど
、
各
種
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
教
員
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問　

犯
罪
抑
止
力
の
強
化
に
は
、

マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
警
察
官
の
増
員
と

組
織
内
の
人
員
配
置
の
効
率
化
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

本
県
は
警
察
官
一
人
あ
た
り

の
負
担
人
口
が
六
百
二
十
一
人
と

全
国
平
均
の
五
百
人
よ
り
多
く
、

全
国
第
五
位
の
負
担
人
口
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
警
察
官

の
増
員
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
人
員
の
適
正
な
配
置
を

図
り
、
治
安
維
持
に
努
め
て
い
く
。

問　

神
栖
警
察
署
の
新
設
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　

神
栖
警
察
署
は
、
神
栖
市
木

崎
地
内
、
国
道
一
二
四
号
沿
い
の

「
神
栖
中
央
公
園
」
の
一
角
に
建

設
予
定
で
あ
り
、
九
月
か
ら
庁
舎

な
ど
の
設
計
に
入
っ
て
い
る
。
現

在
、
来
年
度
か
ら
の
着
工
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
工
事
期
間
は
三
年
間
を
見
込

み
、
平
成
二
十
八
年
度
末
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

※
の
推
進
、
知
ら
せ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

※【デュアルシステム】…企業での実習と学校での授業などを連結した実践的な人材育成システム。ことば

（左）対策が求められている耕作放棄地
（右）耕作放棄地を再生（イメージ）

通
学
路
の
危
険
箇
所
な
ど
を
中
心
に

対
策
を
推
進
す
る

全
国
を
リ
ー
ド
す
る

農
業
政
策
の
展
開
は

畑
地
再
生
事
業
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
事
業
の

今
後
の
展
望
は

生
徒
が
他
県
の
方
に
茨
城
の
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

歩
行
者
の
安
全
確
保
の

取
り
組
み
は

歩道設置により歩行者の安全が確保された道路

いばらきっ子郷土検定に挑戦する中学２年生


